
 和歌山県の将来の医療を考える 

（１）和歌山県の今後の人口は・・・ 

「和歌山県地域医療構想」を平成２８年５月に策定。 
患者の病状に応じた医療体制の構築を推進しています。 

６５歳以上の人口割合 
   ３人に１人 

   ３．７人に１人 

   ２．５人に１人 

７５歳以上の 
人口割合 
   ５人に１人 

 ４人に１人 

２０２５年には・・・ ●総人口は減少  ●一方、高齢者は増加 
●団塊の世代全てが75歳以上に。３人に１人以上が65歳以上に！ 

（２）『治す医療』から『治し、支える医療』へ 

疾病構造の変化に伴って、リハビリなどを提供する回復期
のベッドが今後不足することなどが見込まれます。 

（出典）厚生労働省 必要病床数等推計ツールより 
（備考）保健医療技術の進歩等は考慮していません 

（人／日） （人／日） 

（人／日） （人／日） 

「県民誰もが住み慣れた地域で安心して適切な医療を受けられる社会」を実現します！ めざす方向 

★和歌山県では、 
 ６５歳以上人口は２０２０年頃に 
 ７５歳以上人口は２０３０年頃に 
 それぞれピークを迎える予定です。 

高齢者人口ピークは・・・ 

（人） 

274,192 

140,781 

302,906 

183,735 

286,868 

173,248 



高度急性期・急性期を担う病院 

診療所 自宅、介護施設など 

（３）「地域医療構想」の実現により、患者の病状に応じた切れ目のない質の高い医療体制を構築していきます。 

なぜ、「地域医療構想」を策定したのですか？ Ｑ１ 

Ａ１ 
 和歌山県においても高齢化が着実に進んでいます。２０２５
年（平成３７年）には、県民の３人に１人が６５歳以上の高齢
者になると見込まれています。 
 このような中、将来、県民の皆さんが必要とする医療サービ
スを適切に提供できるようにしていかねばなりません。 
 そこで、２０２５年の入院医療等の必要量を推計し、患者の
病状に応じた将来の医療提供体制を構築していくため、和歌山
県が策定したものです。 

Ｑ２ 
安心して医療を受けられるように取り組んでいくことは？ 

Ａ２ 

回復期・慢性期を担う病院 

救急医療、先進医療、手術など リハビリ、在宅復帰に向けた医療、長期療養など 

通院 

往診・在宅医療 

紹介・逆紹介 

紹介・ 
逆紹介 

紹介・ 
逆紹介 

病床機能等の主な役割分担のイメージ 

 和歌山県地域医療構想においては、県全体や県内７地域における２０２５年に向けた取組みの方向性を示しています。関
係者の皆さんの協力を得ながら、それぞれの地域においてバランスの取れた最適な病床機能の確保や、在宅医療の充実、医
療従事者の確保などに取り組んでいきます。また、健康長寿の取組みについても併せて推進していきます。 

 
（１）医療機関の役割を考えて受診しましょう！ 
 診療所は、病気・けがの初期の治療や長い間薬を飲んだりする必要が
ある病気の治療、健康管理などを行います。病院は、高度な技術や機械
が必要な治療や、リハビリなどを中心とした治療などを行います。 
 各医療機関の機能や役割を理解し、まずはかかりつけ医に相談して自
分の症状に合った医療機関を受診しましょう。 
 
 

（２）かかりつけ医を持ちましょう！ 
 「かかりつけ医」とは、本人や家族の身体の状態を把握し、日常の健
康管理や体調の変化などを気軽に相談できる身近な主治医のことです。
日頃から何でも相談できる「かかりつけ医」を持ちましょう。 

◆県民の皆さんへのお願い◆ 

将来、介護施設や

高齢者住宅を含めた

在宅医療等で追加的

に対応する患者数

高度急性期 １，６８４床

急性期 ５，８７４床

回復期 １，１７１床

慢性期 ３，５７７床
慢性期

２，１６４床

回復期

３，３１５ 床

急性期

３，１４２ 床

高度急性期 ８８５床

機

能

分

化

・
連

携

２０２５年に目指すべき必要病床数

９，５０６床

現状（２０１４年）の病床数

県計 １２，５４０床

３，５００ 人程度

将来において目指すべき姿のイメージ 

在宅医療等 

（※）県内各医療機関の機能等は、下記（和歌山県ホームページ）から確認できます。 
 http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/050100/byosyokinou.html 


